
 

 

 

 

 

 

 
 

砂町友愛園は創立 90周年を迎えました 

副施設長 肥 塚  亜 樹 
 

社会福祉法人 砂町友愛園は創立 90周年を迎えました。90年という節目として、6月 17

日に創立 90周年記念式典を御茶ノ水ソラシティでつつがなく執り行うことができました。

ご臨席を賜りました皆様にはとても感謝致します。また記念誌を発行させて頂きましたが多

くの方からの心温まる寄稿も頂き誠にありがとうございました。おかげさまで当日は梅雨の

時期とは思えないほどの晴れ間が広がり気持ちの良い式典を行えたことは、皆様方のご支援の賜物であると当法

人職員一同より御礼申し上げます。 

砂町友愛園は関東大震災後から創設者井上酉之進が救済伝道を始めて

以来今日に至ります。その間には江東区の北砂（保育部、砂町教会）や

青梅市の沢井（養護部）に落ち着くまで、戦災の中で子どもたちの疎開

を経験し、居住地や建物の移転や新改築等、様々な出来事がありました。

幾多の苦難を乗り越え、それぞれの節目には多くの方からのご支援やご

協力、地域の方の寛大な理解が常に共にあっ

たからと先代の方々から聞いておりました。 

私自身は井上酉之進先生の教えの一つでもある「隣人愛」の精神が先代から粛々と

受け継がれ続け、それ故に 90年という長きに渡り皆様にご支持を得られたものと理

解しているところでもあります。今後ともこの「隣人愛」の精神を基とし、これまで

諸先輩方が築いてきた養育方針を守りつつ、さらには時代と共に進化するこども関連

の法を遵守し、子どもたちの最善の利益を常に考えられる施設として社会貢献し続け

て参りたいと銘記させて頂いた今日であります。改めまして、今後とも保護者の皆

様、関係機関の皆様、地域の皆様には子どもたちの見守りと当法人に対する忌憚のな

いご意見を頂戴いたしまして更なる改善と発展を築き上げていきたいと思います。 

砂町教会 外観 ↑ 

← 保育部見学と職員交流のようす 

砂町教会内 礼拝堂 ↓ 
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 式典後、江東区にある保育部と砂町教会に伺いました。保育部玄関には、養護部玄関と同じ“Soli Deo Gloria”の文字

が刻まれていました。教会では、かつて養護部にもあった礼拝堂の雰囲気に懐かしくなりました。保育部園児からの可愛

いメッセージ入りプレゼントもいただいて、“今の子どもたちの思い”と“創設者の思い”を感じる一日となりました。 
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節分の日には鬼退治の豆まきをし、恵方巻を食べ

ました。今年も子ども達の「鬼は外！福は内！」と

元気の良い声が響き渡り、全力で豆まきをしてい

る姿を見ることが出来ました。また、夕食では大

きな恵方巻を今年の恵方である南南東を向いて食

べました。幼児さんは特に、大きな恵方巻を食べ

るのに苦労していましたが、みんな無事に食べ切

り、福を呼び込むことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

昨年度末には子どもの自立、家庭復帰を祝い 

門出会を行いました。その頃は様々な公共施設や社会情勢としてマスク着用の非義務化が行われていましたが、

まだ全員で本園に集まるという事はせず、新型コロナウイルス感染対策としてオンラインにて門出会を開き、2

名の門出をお祝いしました。子どもとの思い出に浸り、成長した姿、自立する寂しさ、様々な感情があふれ涙す

る職員、それに応えるかのようにお世話になった職員に感謝の言葉を述べる子ども、とても良い会になりました。

ふたりの人生が彩豊かで、健康で、幸せな物語である事を願っています。また、今施設で生活している子どもた

ちも円満に自立できるよう、私たち職員、日々真剣に向き合いながら務めて行きたいと改めて思いました。 

卒園、退園おめでとう！

 

 

・新小 1 N：１ねんせいになってがんばりたいことは、なわとびです。 

走りとびと、うしろとびが、ひっかからないように、がんばりたいです。 

・新高一 A：勉強、部活、アルバイトを経験して、両立したいです。 

やる気を持って頑張っていきたいです。 

・新中一 R：新しい環境なので緊張していますが、慣れていきたいです。 

勉強は難しくなると思うけれど頑張りたいです。 

・新高一 T：将来の夢をかなえる為に進路を見据えて勉強を頑張りたい。家庭学習に積極的に取り組みたい。 

・新高一 H：授業をきちんと聞き、自主学習を頑張る。 

・新高一 R：高校生活では、進級できるように授業をしっかり聞き単位を取る事を意識したいと思っています。また、

体育祭等のイベント行事ではクラスメイトと協力して楽しみ、学校生活を充実させたいと思っています。 

 新一年生が頑張ります！ 

子どもの日 
今年もこいのぼりをあげました。大きなこいのぼりは泳がせるのも大変で、職員数名 

がかりで天高く泳がせました。いざ泳がせてみると風に揺られて気持ちよさそうに泳 

いでくれました。童謡の『こいのぼり』に「大きな真鯉はお父さん。小さい緋鯉は子 

どもたち」とありますが、砂町友愛園では大きな真鯉は職員ですね。そう考えるとま 

だまだ沢山こいのぼりは用意しないといけなさそうです。私たち真鯉（職員）は今年 

度も緋鯉（子どもたち）が元気に泳いで（生活して）くれますように願っています。 

 

 

得意教科：音楽・体育 

抱負：自然の多い環境の中で自分らしく楽し

く頑張っていきたいと思います。よろ

しくお願いします！ 

 

好きな事：星を眺める。得意教科：理科 

座右の銘：笑う門には福来る。 

抱負：継続は力なり 

 
座右の銘：一日一善 

抱負：前向きに頑張っていきたいです！ 

 

座右の銘：何もしないをする。 

抱負：子どもたちと過ごしていく中で一緒に成長

していきたいです。 

 

好きなアニメ：進撃の巨人 得意な教科：倫理学 

好きな事：ランニング 

抱負：信頼される人になる事。 

新！ 職員紹介！！

 

得意な教科：歴史 

抱負：子ども達の発達、発育の面でサポートしていけたらと思っています。 

食事が楽しみになってもらえるよう頑張りたいと思っています。 

4

1月入職！ 

 

杉の子祭
毎年恒例となっている杉の 

子祭ですが、今年度は当施設 

の子どもたちのみで行いまし 

た。新型コロナウイルスの影 

響で 3 年間行うことが出来なかった為、杉の子祭を初めて経験す

る職員も子どもも多くいる中での実施は手探り状態でのスタート

となりました。しかし、当日は子どもたちの笑顔をたくさん見るこ

とが出来ました。 

今回は食べ物の露店でフランクフルト、焼き鳥、焼きそば、かき

氷、蒸しパン、ポップコーン、ジュース、ラムネを、ゲームの露店

で輪投げ、ビン釣り、ヨーヨーすくい、ストラックアウト、射的、

1円玉落としを出店しました。各露店とも子どもたちの元気で楽し

そうな声でにぎわっていました。高校生は露店の手伝いにもしっ

かり参加してくれていたり、年上の子どもたちが、年下の子どもた

ちのゲームのサポートや応援をする姿も見られたり、とても温か

い雰囲気の杉の子祭となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⭐ 開 催 中 ⭐ 

 

  毎週火曜日    施設見学会

  毎週土・日曜日  オンライン座談会 

 

↑社会的養護総合情報サイトチャボナビより↑  

「砂町友愛園養護部」を検索してお申込み 

ください。 

 

令和４年度 （敬称略・順不同）

【寄附金】伊東みゆき、森下和仁、国際ソロプ 
チミスト青梅、清田美智子、髙野俊慈、一般社 
団法人東京都信用組合協会 【物品寄附】Doing、 
Isabel Dutra、JETBOOK 作戦、MiiR、Rebecca、 
VF ジャパン株式会社、World Mate、あおうめ会 
（お菓子工房 Lumière、道味、和菓子処 は万の）、 
キャピタランド・インターナショナル・ジャパン株式会社、コ 

ストコホールセールジャパン株式会社 入間 
倉庫店、ブランド・ロイヤルティ・ジャパ 
ン株式会社、ほっともっと、もなもなもな 
か、伊東みゆき、一般社団法人こども・笑 
顔創出プロジェクト、一般社団法人食品ロ 
ス・リボーンセンター、一般社団法人全国 
食支援活動協力会、一般社団法人東京馬主 
協会、一般社団法人東京 
文具工業連盟、一般社団 

法人絆の会、株式会社 Daska&Desiree、株式 
会社アステップ 竹歯ブラシおじさん、株式 
会社ガイア、株式会社ソロモン商事、株式会 
社チュチュアンナ 1%クラブ、株式会社ドミ 
ノ・ピザ ジャパン、株式会社ノマディクス、 

株式会社ファーストリテイリング、株式 
会社フレーベル館、株式会社メリーチョ 
コレートカムパニー、株式会社丸隆、株 
式会社酒井組、株式会社読売巨人軍 今 
村信貴、吉野國彦、久光製薬株式会社、 
宮本十四夫、公益財団法人毎日新聞東京 
社会事業団、合同会社ユニグローブ、自 
習ノート事務局、柴田幸作、川並淳子、 
全国シャンメリー協同組合、大沼淳、第 
一生命労働組合立川営業職支部、朝日新

聞社おしごとはくぶつかん編集部、東京都遊技業協同組合、東
京都蒟蒻協同組合、日本鏡餅組合、米軍横田基地第 374 通信中
隊、匿名等 46 件 【その他助成等】株式会社学情、社会福祉法
人東京都社会福祉協議会 【招待】認定特定非営利活動法人み
らいの森 

 

昨年度 1 月 31 日、当施設では子どもの権利擁護に関する園内研修が行われました。研修の内容は、権利擁護担

当の職員が参加した、東京都社会福祉協議会主催「子どもの権利擁護委員会学習会」のフィードバックや、当施

設職員へのアンケートをもとに作成された事例についてのグループディスカッションが主となりました。子ど

もの意見表明をテーマとした学習会のフィードバックでは、子どもアドボカシーの基礎知識や、社会的養護で

保護される子どもたちの背景に着目して子どもたちの声や意見の重要性や、子どもたちが意見表明する為の支

援の重要性に重きを置いて共有を行いました。様々な背景を抱える子どもたちは、声や意見そのものだけでな

く、声をあげようという意思をも奪われてきていることが多くあります。その為、施設職員は子どもたちが「自

分が意見を言っても良い」と言う気持ちを獲得できるように支援していく事が必要で、より良い支援の為には

子どもたちが安心して意見を表明できるように、また言葉以外の子どもの意見や気持ちを取りこぼさないよう

に、聞く側の資質を獲得していく事が求められています。グループディス 

カッションでは職員の対応について意見交換を行いました。その状況の背 

景によって必要な言葉かけや対応が変わる事が分かり、その場の状況をよ 

り丁寧に理解し適切な対応や支援をする事が重要であることを共有するこ 

とが出来ました。今回の園内研修を通し共有された事を普段の支援に生か 

し、子ども達のより良い生活へとつなげていきたいと思います。 

 

 

当法人では苦情解決委員会を設置し、利用

者等からの要望に対応する体制を整えてい

ます。なお、昨年度の受付状況は以下の通

りです。 

受付件数 ０件 

を 

やっています！ 
 
園内の色々な出来事を 

載せています         
 
ぜひアクセスしてみて 

ください。 


